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し
た
物
価
指
数
に
は
、
日
本
は
企
業
物

価
指
数
、
米
国
は
生
産
者
物
価
指
数
を

使
用
し
て
い
る
。
こ
れ
は
相
対
的
購
買

力
平
価
理
論
は
、
非
貿
易
財
の
多
い
消

費
者
物
価
指
数
よ
り
も
貿
易
財
の
比
率

が
高
い
同
物
価
指
数
の
方
が
、
適
合
性

が
高
い
か
ら
だ
。

１０
年
以
来
の
米
国
生

産
者
物
価
指
数
は
２７

・
１
％
の
上
昇
、

日
本
の
企
業
物
価
指
数
は
８

・
５
％
の

上
昇
で
あ
り
、
ド
ル
の
購
買
力
は
円
に

対
し
て
相
対
的
に
１８

・
６
％
減
少
し
て
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り
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こ
の
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が
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的

に
は
円
高

。
ド
ル
安
に
働
く
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短
期
か
ら
中
期
の
為
替
相
場
要
因
と

し
て
重
要
な
の
は

「金
利
平
価
理
論
」

だ
。
こ
れ
は

「為
替
相
場
は
自
国
通
貨

と
外
国
通
貨
と
の
名
目
の
金
利
差
に
よ

っ
て
決
定
す
る
」
と
い
う
も
の
。
金
利

平
価
理
論
に
従
う
と
、
金
利
差
が

一
定

の
場
合
は
、
高
金
利

通
貨
は
低
金
利
通
貨

に
対
し
て
金
利
格
差

分
だ
け
下
落
す
る
。

金
利
差
が
変
化
す
る

場
合
は
、
金
利
上
昇

通
貨
の
相
場
は
上
昇

す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
不
況

に
対
応
し
た
米
国
の

超
金
融
緩
和
で
、
米

国
の
１０
年
物
国
債
利

回
り
も
１
％
を
割
り

込
ん
だ
。
日
米
金
利

差
は
か
つ
て
な
い
ほ

ど
に
縮
小
し
、
そ
れ

が
当
面
続
く
と
考
え

ら
れ
て
い
た
。
と
こ

ろ
が
、
コ
ロ
ナ
不
況

か
ら
の
米
国
景
気
の

回
復
が
予
想
以
上
に

強
い
と
の
観
測
が
強
ま
り
、
今
年
ユ
鋼
ヨ
一■
・　
　
´

一

ご
ろ
か
ら
同
国
債
利
回
り
は
上
が
り
始

ドル・円の名目相場と実質相場の推移

実質相場指数
15年移動平均線

実質相場指数
(企業物価ベース、右目盛り)

名目相場
(東京市場午後5β寺

月中平均値、左目盛り)
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が
始
ま
る
見
込
み
だ
。
ド
ル
長
期
金
利
　
　
的
だ
。
米
国
の
イ
ン
フ
レ
上
振
れ
に
よ

が
上
が
り
始
め
る
と
、
再
び
ド
ル
相
場
　
　
る
年
率
１
％
程
度
の
長
期
的
な
ド
ル
相

は
一
段
高
と
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
　
　
場
の
期
待
値
の
下
方
修
正
が
、
ド
ル
金

を
考
え
る
場
合
、
米
国
の
イ
ン
フ
レ
率
　
　
利
１
％
程
度
の
上
昇
に
よ
る
金
利
格
差

が
今
春
か
ら
上
振
れ
、
例
え
ば
７
月
の
　
　
拡
大
に
よ
る
ド
ル
高
効
果
を
相
殺
す
る

消
費
者
物
価
指
数

（食
品

。
エ
ネ
ル
ギ
　
　
可
能
性
が
あ
る
。

―
除
く
）
は
前
年
同
月
比
４

・
３
％
上
　
　
　
そ
う
し
た
判
断
か
ら
筆
者
は
、
日
先

昇
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
て
お
　
　
１
年
ほ
ど
の
予
想
と
し
て
ド
ル
相
場
が

こ
つヽ
。
先
ほ
ど
述
べ
た
金
利
平
価
理
論
　
　
ド
ル
高
に
振
れ
て
も
１
ド

ル
＝
１
１
１
～

に
基
づ
く
と
、
ド
ル
・
円
金
利
差
の
拡
　
　
１
１
５
円
の
レ
ン
ジ
を
上
に
抜
け
る
可

大
が
ド
ル
相
場
の
上
昇
を
起
こ
す
要
件
　
　
能
性
は
低
い
と
考
え
て
い
る
。
シ
カ
ゴ

と
し
て
、
市
場
参
加
者
の
将
来
の
ド
ル
　
　
ー
Ｍ
Ｍ
通
貨
先
物

（シ
カ
ゴ

。
マ
ー
カ

相
場
の
期
待
値
が
変
わ
ら
な
い
場
合
と
　
　
ン
タ
イ
ル
取
引
所
に
上
場
）
が
開
示
す

で
ユ
即
提
条
件
が
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
る
非
商
業
筋

（投
機
筋
）
の
ド
ル
・
円

今
の
米
国
の
イ
ン
フ
レ
率
の
上
昇
は
　
　
持
ち
高
は
、
既
に
円
売
り

・
ド
ル
買
い

一
時
的
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
　
　
に
傾
い
て
お
り
、
株
価
の
反
落
な
ど
シ

で
も
１
年
も
続
け
ば
、
市
場
参
加
者
の
　
　
ョ
ツ
ク
が
起
こ
る
と
リ
ス
ク
回
避
の
持

イ
ン
フ
レ
期
待
値
は
上
方
修
正
さ
れ
る
　
　
ち
高
手
じ
ま
い
の
円
買
い
で
、
１

，レ
ド
＝

だ
ろ
う
。
そ
れ
は
相
対
的
購
買
力
平
価
　
　
１
０
０
～
１
０
５
円
レ
ン
ジ
ヘ
の
揺
り

が
示
す
長
期
の
ト
レ
ン
ド
が
幾
分
か
ド
　
　
一戻
し
も
起
こ
り
得
る
だ
ろ
う
。
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